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内部被曝を避けようということを中心にして支援して
 
主催者挨拶         黒部 信一
なさま、この肌寒い中お集りいただきましてあり

うございます。チェルノブイリ子ども基金の顧問、

の福島こども基金の代表をしております、小児科

黒部信一です。 
ェルノブイリが起きたとき、スリーマイル、チェ

ブイリと起きて、次は日本だと思っていたんです

ども、まさかそれが現実になるとは思っておりま

でした。しかしそれが現実になってしまいました。

てしまったところで、どうしたらいいかと思いま

、それで早速チェルノブイリの子ども基金の有志

河隆一さんたちと一緒に未来の福島こども基金を

上げました。とにかく第一に、本当は福島の高濃

染地から逃げてほしい、避難してほしい、避難と

言葉は本当は間違いなんで、移住して欲しい、そ

うことを考えたんです。つまりもう二度と帰れな

それはチェルノブイリの現実の中で起きているこ

んです。ですから二度と帰れない。それをしても

たいんだけれども、政府がそういうふうにしてく

せんので、それで次に、ヨーロッパの経験で、放

で被曝をしたっていうふうに、外部被曝は急性障

起こします。急性の大量の被曝を起こしたときに

る急性障害、それは幸いなことに日本ではごく一

原発関係者だけにしか起きなかったんですけれど

それ以外の人は晩発性障害という時間をたってか

てくるような障害を受けるという低線量被曝の領

あったわけです。それでも何年もすれば何らかの

が出てくる確率が高い、高濃度汚染地からは避難

なくて移住してもらいたいというふうに思ってい

ですけれども、なかなかそれがいろいろな社会的

合でできなくて。チェルノブイリのときは国家が

的に一斉に連れ出してしまったのでそういうこと

かったんだけれども、日本では政府がもたもたし

らなかったので、私たちがまず、ヨーロッパでや

、ヨーロッパ諸国もほとんど低濃度汚染されてい

たから、やったことは、食品による内部被曝を避

ということをするために、食品の放射能を測定す

械を現地の人に寄贈して、そして現地の人に運営

もらうということで、福島といわきを中心に何か

に測定器を贈りました。そして内部被曝を調べる

に福島市といわき市に一台ずつホールボディカウ

ーという全身の被曝線量を測る器械を贈りました。

によって、低線量被曝の 8 割は内部被曝ですから、

まいりました。 
しかし、それでもなかなか高濃度の、飯舘村よりも

高いような線量の土地が福島市内にも出ているという

ことが分かりまして、その人たちをやはり除染ではな

くて、移住させなければいけないというふうに思いま

したが、それもできない。次善の策として先程言った、

まず汚染されてない食品を食べ、そして一年間に何回

か保養をする。つまり汚染地から出て行って、汚染さ

れていないものを食べる、これもベラルーシの経験か

ら学んだことなんです。ベラルーシでは最初にドイツ

の NGO やチェルノブイリ子ども基金などが協力して

「希望 21」という子どもの学校サナトリウムというも

のを作りまして、そこへ学校単位で保養を行う。ウク

ライナにも「南」という名前の学校サナトリウムがで

きて協力しました。そちらの方は結局、後継者がいな

くて今は活動していませんけれども、ベラルーシの方

はいまだに続いております。そしてベラルーシではそ

れが 9 か所にまで学校サナトリウムが増えました。日

本でもそういうことをやりたいと思って、沖縄の久米

島に学校サナトリウムを作ろうということを次の目標

として掲げたわけです。食品の測定の方は、自治体、

生協、いろんな団体なんかが集まりまして、今全国で

80 か所以上におよんでいると言われています。 
少なくとも私たちがやってきたことは、市民の手で

市民のための測定をするということをやってきました。

そして数値を教える。しかし行政がやるとこれは安全

です、これは安全ではありません、つまり基準値で線

引きして、それの上か下かでしか教えてくれないとい

うそういうことをやっている。内部被曝の問題もそう

です。ごく一部のホールボディカウンターをもってい

る大学とか研究所なんかでは教えてくれるところもあ

りますが、ほとんど教えてくれません。安全です、安

全ではありませんというような仕方でしか教えてくれ

ません。それで数値をはっきり出すために市民のため

の測定所を立ち上げるように器械を贈呈していま実際

に稼働しております。しかし残念ながら数が少ないの

で、大勢の人の希望には応えることができないけれど

も、今後そういう運動が進んでいくことははっきりし

ていますから、次の保養の方に向けて頑張っていきた

いと思っております。どうぞ私たちの活動を見て、そ

して応援していただきたいと思います。どうぞよろし

くお願いいたします。 


